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                               Abstract 

 The difference of education environment of outlying or remote island school and the 

 mainland school is extending even though the advanced telecommunication technology (ICT) 

progressed. Digital divide situation is immediately improved by the effective use of ICT and 
education environment of school is enhanced. In this project, the University of the Ryukyus, 

with the cooperation of Kagoshima and Nagasaki Universities, mainly works on the development 

of e-Learning system to support and solve educational problems. 1) e-Learning environment for 

the teaching material development, 2) Multimedia Web teaching material for the teacher 

support, 3) Web contents for the distance learning and remote education, and 4) interactive 

videoconferencing system. In this paper, d-Learning (Distance Learning), e-Learning 

(Electronic Learning), and m-Learning (Mobile Learning) are discussed. 

Key Words: d-Learning, e-Learning, m-Learning, outlying Island School

は じめ に

離 島を多 く抱 える地域 に立脚す る琉球 ・鹿児 島 ・長崎 の三大学の教育学部が連携 し,

独 自の研 究成 果 を交 え なが ら離 島教 育 の振 興 を図 る こ とにあ る.高 度 情 報通 信技 術

(ICT)が 進展 した とはいえ離 島 と本土 の学習環境 の差 は広 が りつつ ある.ICTの 有効活

用 で この状況 を早急 に改善 し離 島の教育 を充実 させ情報格差(デ ジタルデバ イ ド)の な

い人材 を育 てい く.琉 球大学 は特 に離 島が抱 える教育へ の課題 を解決す るためにブロー

ドバ ン ドを活用 したe-Learning事 業 を展 開 しつつ幅広い学級教育へ の充実方策 を検討す

る.そ のためには三大学教授 陣のための教材 開発用e-Learning環 境や教 師支援の ための

マルチメデ ィアWeb教 材,遠 隔教 育向け コンテ ンツの制作,双 方向 ビデオ会議 シス テム

の開発 な どの事業 を展 開 してい く.本 稿 では主 にdラ ーニ ング(Distance Learning),eラ ー

ニ ング(Electronic Learning)及 びmラ ーニ ング(Mobile Learning)の 考察 を行 うこ とに

した.な お,平 成17年 度 の中間報告 として 「三大学連携 による離 島教育 プロジェク ト離

島 ・へ き地 の複式学級 を支援す るeラ ーニ ング 普及編」 を作成 した.



58 米盛徳市

情報教育の学習環境の変容

本稿 では三大学連携教育 プ

ロジェク トの活動 をふ りかえ

りなが ら,未 来 を指 向す る新

しい情報教育 を考察 し,主 に,

dラ ーニ ング,

eラ ーニ ング

mラ ーニ ングの3つ の視点

か ら情報教育 の学習環境 につ

いて述べ る.

その背景 には教育環境が プ

ロー ドバ ン ド時代 のイ ンター

ネ ッ ト型有線 の時代 か ら,ユ

ビキ タス時代 のモバ イル型無

線 の日寺代へ の変遷 にある.近
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学 習形態の変遷 イメージ図

Future未来

年特 にモバ イル型 の普及 に より異年齢 を問 わない生涯学習教育現場で も 「Anyone・ だれ

も」が 「Anytime・ いつ で も」,「Anywhere・ どこで も」 学習で きる環境 が整 って きた.

dラ ーニ ング(Distance Learning)

ブロー ドバ ン ド時代 ではグローバ ルな レ

ベ ルで新 しい教育環境(学 び舎)が 創造 さ

れる.世 界 を張 りめ ぐらす ワール ドワイ ド

なネ ッ トワークを通 じ,個 々の情報が教室

を飛 び越 え,地 域 を飛 び越 え,そ して世界

へ と発信 される .そ して,生 徒一人 ひ とり

が,異 国の人 々 との コミュニケーシ ョンを

図 り豊 かな人間性 や社会性 を もつ 国際人 と

して成長 してい く.時 間 ・空 間 ・言語枠 を

飛 び超 えた遠隔学習が で きる.

「遠 くにいるお友達 と とて も楽 し く勉強

で きた」 は学習者側 の 「遠 隔学習」 を,ま

た,「遠 くにいる先生方 と有意義 な授業運営

が で きた」 は,教 授側 の 「遠隔教育」 を表

現 している.遠 く隔 てた(リ モー ト)地 域

と の 交 流 学 習 で あ る こ と か らRemote

Educationと かDistance Educationと 呼 ば れ

る.授 業運営 はTT(チ ームティ ーチ ング)

的なグループワーク(コ ラボ レーシ ョン:

Collaboration)と なる.

遠 隔協 同 学習 は,1990年 代 の イ ン ター

ネ ッ トの普及 で近未来型 の新 しい授業形態

として地域 ・世界 的規模 で米 国にお いて開

自宅

d-Learning

学校

…

サテライト・衛星

学校や自宅などヘライブ放映イメージ図

ライブ放映

LMS生徒管理
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始 された.こ れ らは,グ

ローバ ルスクール,バ ー

チ ャ ル ス ク ー ル,サ イ

パ ースクール,イ ンター

スクール,グ ローカルス

クール等 とネー ミング さ

れ,世 界 中で研究が行 わ

れて きた.旧 来 のクラス

形態 か ら,新 しいクラス

形態(バ ーチ ャル ・クラ

スルーム)へ の脱皮 です.

時 間 ・空 間 ・言語枠 を飛

び超 え,遠 隔地 間で同時

かつ双方 向 コミュニケー

シ ョンが可能 にな り新 た

な展 開が み られた.
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,Teacher(授業者)

TV/ビ デオ会議 システムを用 いたTT(Team Teeching)イ メージ図

この ような未来型バ ーチ ャルスクールは,本 格的 な高度情報通信技術,マ ルチ メディ

ア技術 の開発 に よるマルチメデ ィア通信 ネ ッ トワークで実現 した.情 報検索学習面で は,

入手 困難 な最新 の情報 をWWW上 のデータベ ースか ら取得 し,地 域の観察学習 ・調べ学

習 な どに役 だてた.ま た,情 報発信 や双方 向にお けるコ ミュニケーシ ョン学習面で は,

環境 問題解決等 に電子 メール,ネ ッ トワークニュース,電 子会議 シス テムを利用 した.

平成8年 度 か ら関わった事業 の
一つ に
,「術星通信 に よるテ レビ会

議 システムを利用 した研究 開発事

業(へ き地学校 高度情報通信設備

活用方法研究 開発事業)が あった.

衛 星 通信 シ ス テ ム(SCS:Space

Collaboration System)を 利 用 し,

その広域性 と同報性 を利用 した.

事業 の 目標 は,"交 通 な どの条件 に

恵 まれていない離 島や 山間地 の学

校 な どを光 フ ァイバ ーや通信衛星

を利用 し,高 速 ・大容量 の通信 回

線 で,都 市部 の学校 な どと接続 し,

マルチメデ ィア対応 の高性能 なテ

普通授業1学年 複式学級2学 年d-Learning

昔通授業と遠隔授業のイメージ図

Teacher(授業者)

レビ会議システムの情報通信設備の導入により,そ の効果的な活用方法の在 り方などを

検証 ・研究する"で あった.

平成11年 度以降はISDNを 用いたテレビ会議 システムに移行 しなが ら同様な離島へ き

地の学校間の遠隔教育 ・学習に参加 した.平 成14年 度以降は,高 速化するインターネッ

トにWebカ メラを用いなが ら独自のTV会 議:ビ デオ会議システムで数多 くの遠隔学習

を行 って きた.地 域の優秀な人材の協力 を得た遠隔授業(自 宅や研究所からに参加),

国際理解教育の一環 として外国や基地内の学校 との交流を行ってきた.
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eラ ー ニ ン グ(Electronic Learning)

コ ン ピュ ー タを利 用 した教 育 の こ とをCAI(Computer Aided Instruction),CBT(Computer

Based Training),WBT(Web Based Training),オ ン ライ ン ラー ニ ング(Online Learning),遠

隔 教 育(Distance Education)な ど い ろ い ろ な言 葉 で表 現 さ れ て きた.

CAI(Computer Aided Instruction)は 「コ ン ピュ ー タ支 援 教 育 」 で,子 ど もの教 育(主 と

して学 校 教 育)に コ ン ピュ ー タを活 用 す る こ とに あ る.

CBT(Computer Based Training)は コ ン ピ ュ ー タ を使 用 して 人 間 の 学 習 活 動 を支 援 す る

シ ス テ ム で,書 籍 な どで は説 明 しに くい事 項 を簡 単 に説 明 し,ユ ーザ の 理 解 状 況 に応 じ

て プ ロ グ ラ ムが 調 整 で きる.

WBT(Web Based Training)は 「Webラ ー ニ ング」 で,イ ンタ ー ネ ッ トやWWWの 技 術 を

利 用 して教 育 を行 な うこ とで あ る.ま た,そ の よ うな教 育 を行 な うため の シス テ ム を指

す こ と もあ る.学 習 者 は場 所 を選 ばず 自分 のペ ー ス に合 わせ て学 習 を進 め る事 もで きる.

琉球大学長崎大学
鹿児島大学

教授陣

教材作成支援

インターネット配信

TV会議 室
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電子掲示板

琉球・長 崎 ・鹿児島離島

・へき地
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拙材柞成
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e-Leaming
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LMSモ ー ド

動画像作成
ビデオレター

Author(オ ーサー)
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　　 　 コ
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MLモ ー ド ,
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遠隔学習
教授陣(Author),利 用者(User)登録 在宅学習

Admin(管 理 者)

eラーニングの教育支援システム概念図

Web Based Trainingシ ス テムはイ ンターネ ッ ト技術 をつか って教材 を提供 した り,試

験 を受 けた りす るシス テムである.Webブ ラウザ だけを利用 して学習がで き,イ ンター

ネ ッ トに接続 さえす れば 「いつ で も」 「どこで も」学習で きる.

WebClassの 特徴 は,① アカウン ト管理が容易であ る,② 様 々なテス ト形式や アンケー

ト形式 に対応 で きる,③ 詳細 な学習 データがCSV形 式 での入手 で きる,④ 在宅学習への

利用が で きる,⑤ 迅速 で柔軟 にカス トマイズが で きる,⑥ 学習進歩や学習履歴の管理が

遠 隔か ら簡単 に操作 で きる,⑦WBT(Web Based Training)の 機 能 を有 したLMS(Learning

Management System)で ある.

○ コースの概念:WBTシ ステム内では 「コース」 をひ とつ の単位 として管理 ・運営 して

いる.コ ースは大学 で言 うと 「授業科 目」や 「研 究室」 とい った単位 に相 当す る もの
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で,ひ とつの コース には必ず一人以上 のコース管理者が いる.コ ンテンツの作成や試

験結果 の閲覧 な どを行 う.コ ース の数 に制限 はない.

○ コースへの参加(コ ースメンバ ー):コ ース内のコ ンテ ンツ を利用 しよ うとす る ものは,

コース画面 に入 る際 に 「メ ンバ ー」 になるか どうか決 める.メ ンバ ーになればコース

内のコ ンテ ンツを利用 で きる.誰 が メ ンバ ーになっているのか は「メ ンバ ー リス ト」メ

ニューか ら確認 で きる.こ の方式 は フリー メンバ ー方式 と呼ばれ,ロ グイ ンIDを 持 っ

ている ものであれば好 きな科 目を受講で きる.一 方 コース管理者 はオプシ ョンによっ

て 「フリーメ ンバー方式」 と 「メンバ ー限定モー ド」の どち らか を選択で きる.メ ン

バ ー限定 モー ドを指定 した場合,コ ース管理者が メ ンバ ーを指定す る.こ のモ ー ドは,

外部 には非公 開の コンテ ンツを利用す る場合 に便利で ある.

○ システム管理者(admin):ユ ーザIDの 登 録作 業 を行 う.詳 細 にはユ ーザ の追加や削除,

コースの登録,コ ース管理者 の任命及 びプログラムのア ップデー トな どを行 う.

○ コース管理者(author)は コース 内の全 て を管理す る.権 限の及ぶ範 囲は,自 分が コー

ス管理者 として登録 されている コースのみで,同 じ人が複数 のコース の管理者 になる

こ ともで きる.ま た複数 の コース管理者 で一つ のコースを運営す るこ ともで きる.主

な仕事 と して,コ ンテ ンツの作成(会 議室,ユ ニ ッ ト,解 説,テ ス ト/アンケ ー ト),

コースオプシ ョンの設定,メ ンバ ーの指定,成 績 の閲覧 ・ダウ ンロー ド,メ ンバ ーの

コ ンテ ンツ実行履歴 の閲覧,ダ ウ ンロー ド及 びコ ンテ ンツデータのバ ックア ップ ・レ

ス トアな どが ある.

イ ン ター ネ ッ トな どのIT技 術 を

利 用 す るeラ ー ニ ン グ で は,Web

ベ ースの教材 と,そ れを配信管理す

るLMS(ラ ーニ ングマ ネジメ ン トシ

ステム)で 構成 される.電 子教材 の

配布や学習 の進捗,テ ス ト結果 な ど

の管理が容易 にで きる.ま た,電子

メール,掲 示板 やチ ャッ ト技術 を兼

ね備 えた双方 向のコ ミュニケーシ ョ

ンが で きる.

基本 的には,(1)個 別学習(ニ ーズに

合 うコー ス の選 択,マ イペ ー ス学

習),(2)主 体 的 な学習(繰 り返 し学

習),(3)双 方 向 コミュニケーシ ョン学

習(電 子 メールや掲示板 な どを用 い

W BTサーバー

WBT(Web Based Training)

1学 年

担当教諭

インターネット接続

複式学級

担当教諭

2学年

WBTサ ーバーで各学 年の授業を 行うイメージ図

WBTサーバー

た受講生 と管理 者,受 講生 と受講生 問),(4)LMSで 学 習管理(学 習履 歴,進 捗 状況の把

握)(5)「 いつで も,ど こで も」 のユ ビキタス学習環境(場 所的,時 間的 な制約が ない)

が実現 で きる.

イ ンターネ ッ トに よるライブ配信 を行 う遠隔授業 の場合 は,講 師 と受講生 間で 同期(シ

ンクロナイズ)が 必 要 とな り,ま た,Web教 材配信 はあ らか じめ学習者 のニーズ にあっ

たWeb教 材 を準備す る必要があ る.
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mラ ー ニ ン グ(MobileLearning)

近年,急 速 に普及 している携帯電話 をモ

バ イル端末 として用 いるこ とで,「Anytime・

いつ で も」 「Anywhere・ どこで も」学 習で

き る 環 境 が つ く れ る.基 本 的 に はe-

Learningに 用 い たイ ンターネ ッ ト教材 を携

帯電話 モー ドに書 き換 えるだけである.移

動型(モ バ イル型)の 教材 は配信 内容 に制

限が ある ものの有効 に活用す るこ とで,今

までに実現 で きなかった学習環境が整 え ら

れる.例 えば修学旅行 の 日々の活動報告,

課外活動 で得 られた動画像 の蓄積,WWW

機 能 を用 いた情報検索,e-mail機 能 を用 い

た コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力,学 習 ス ケ

ジュールの確認,緊 急連絡 の受信 な どが あ

る.

m-Learningは 場 所 と時間 を気 にせ ず に行 え

るこ とが利点 であるが,初 等 中等教育現場

で は経 費 の面 で か な りの負 担 が考 え られ

る.近 年,大 学 ではm-Learningが 普 及 して

いる.し か し,携 帯電話 での課題提 出の問

題,携 帯電話 を持 っていない学生へ の対応,

送金時 に発生す る費用負担,プ ライバ シー

の保護 な どの問題点が指摘 される.

IT時 代 の 「へ き地 」学 校 に お け る遠 隔

教 育

「へ き地」学校 は情報 や物流 の中心地 であ

る都 会か ら海 や 山 を隔 てた遠 距離 の ため

色 々な特性 を もっている.例 えば,① マス

m-Learning

WWW

生徒から生徒へ

インターネット

生徒から先生へ

生徒管理 ・LMS

モバイル端末を用いたm-Learningのイメージ図

m-Learning

担当教諭

複式学級

担当教諭

モバイル端末を利用 した学習イメージ図

メディアからの情報量が少なく情報格差が見 られる,② 子供たちは幼少か ら人間関係が

固定化 しているので人間社会の切磋琢磨な機会に乏 しい,③ クラスが少人数のため学習

内容に深 まりが もてない,④ 生活環境に変化が乏 しいので色々な生活体験か ら生まれる

多種多様な考え方が生まれにくい等があげられている.

しか し,「へ き地」学校において教育の情報化 は着実に進展 している.イ ンターネッ

トや衛星通信,同 時双方向性のテレビ会議システムを利用 しなが ら,遠 くにいる子供た

ちと,あ たかも一つの学級にいるかのように遠隔学習ができる.液 晶プロジェクタに映

し出されるモニター画面を通 して,違 和感無 く互いの名前を呼び合い同時進行で同一内

容を学習 している.交 流学習を通 して互いの地域や文化を理解 し,多様な考え方に触れ,

新 しい発見,感 動,喜 びを得ている.い ままで小 さな世界に閉じこもっていた自分自身

を見つめ直 し,未 来向かって夢を膨 らませている.

子供たちは遠隔学習の成果をホームページに掲げ,電 子メール,掲 示板やチャットで
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更 な る交流 を深 めてい る.「 遠 くにいるお友達 と楽 しく勉 強で きた,い ろいろな意見 を

聞 くこ とが で きた」 は子 供 たちの 「遠 隔学習」の成果 であ る.ま た,「 遠隔 の同学年の

先生方 と知 りあえた,TT(チ ームテ ィーチ ング)で 有意義な授 業がで きた,色 々な教授

法 を学 んだ」 は教 師の 「遠 隔教育」 の成果 である.

沖 縄 県 にお け る教 育 の情 報 化

さて,教 育 の情報化 はe-Japan2002プ ログ ラムの中で,今 年度(2005年 度)ま で に,「 す

べ ての小 ・中 ・高等学校等 か らイ ンターネ ッ トにアクセスで き,す べ ての学校のあ らゆ

る授業 において,教 員 や生徒が コ ンピュータを活用 で きる環境」が整 えるこ とを目標 と

した.文 部科学省が毎年実施 している 「学校 における情報教育 の実態等 に関す る調査 結

果」 に よれば,沖 縄県(平 成17年3月31日 現在)の 場合,(1)イ ンターネ ッ トに接続 して

いる学校 の接続率 は,県 全体 の99.8%,小 学校 が100%,中 学校 が99.4%,(2)コ ンピュー

タで指 導 で きる教 員 数 は,県 全体 で94.7%〈 全 国1位 〉,小 学 校 で95.9%,中 学校 で

91.2%,(3)普 通教室 のLANの 接 続率 は県平均 で小 学校52.4%(全 国:37.1%),中 学校56.9%

(全国:40%)と なっている.こ れか らして も徐 々に教育環境が整 って きた とい えよ う.

報 告 書 の概 要(目 次)

本年度 の中間報告 として 「平成17年 度 三大学(鹿 児 島 ・長崎 ・琉球大学)連 携 によ

る離 島教育 プロジェク ト離 島 ・へ き地の複 式学級 を支援 す るeラ ーニ ング普及編」 を作成

した.以 下 は本報告書 の 目次 を示 した ものである.

第1章 三大学連携教育 プロジェク トの概要

○事業名,事 業 の必要性,事 業 の取組 内容,波 及効果,実 施体制お よび工夫改善

第2章 沖縄県 の離 島 ・へ き地教育 の現状 と課題 の解決

○へ き地教育 の現状1)離 島 ・へ き地学校 の課題 と解決 ,2)情 報教育の現状 と

課題 一情報教育 の具体 的な取組 み と効 果,へ き地小 規模校 にお ける学校Webペ ージ

の活用

○遠 隔教育 遠隔共 同学習 とは,活 動例,遠 隔共 同学習の プ レゼ ンテーシ ョン,児

童 ・生徒 の表現力育成,教 員 の研修体制 とこれか らの方向性,学 習活動 に生かす教

育用 ソフ ト

○複式学級 を有す る学校一覧(沖 縄県 ・鹿児 島県 ・長崎県)沖 縄県の複式学級 を

有す る小 中学校,鹿 児 島県 の複式学級 を有す る小 中学校,長 崎県の複式学級 を有す

る小 中学校

第3章 へ き地教育 を支援す る学習形態

○情報教育 の学習環境 の変容 遠隔学習(dラ ーニ ング:Distance Learning) ,eラ ーニ

ング(Electronic Learning),mラ ーニング(Mobile Learning),

○沖縄県 の教育 の情報化

第4章WBT:WebClassの 位 置づけ

○WebClassと は テス ト/アンケー ト作成/編 集/削 除

○ファイルの取 り込 み方法 ,ユ ニ ッ ト作成/編 集/削 除,成 績管理,ユ ーザ管理

第5章d-Learning:NetFanJrの 位置づ け

○遠 隔学習 を支援す るVOD(ビ デ オ ・オ ン ・デマ ン ド)と して－VOD(ビ デオ ・オ

ン・デマ ン ド)と は,VODの 教育 にお ける利用状況,簡 単 ビデオ配信 ツールで映像
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配信,NetFanJr.の システム構造,の 基本 的な利用,利 用 の流 れ

○NetFanJr.の 利用 の手引 き一Playerの ダウンロー ド,Postの ダウンロー ド,映 像(ビ

デオメール)制 作 ビデオメール としての利用,メ ールを送信

第6章d-Learning:ビ デオ会議 の位置 づけ

○ ビデオ会議 の利用 の手引 き,ビ デオ会議 の種類

○小学生 か らのコメ ン ト,大 学生 か らのコメ ン ト

第7章e-Learningと しての電子 教材 の位置づ け

○ ドリル型,チ ュー トリアル型,検 索型,ゲ ー ム ・シ ミュ レー シ ョン型,ア ニメ ー

シ ョン型,問 題解決型,そ の他

○電子教材 の評価

第8章m-Learningと しての携帯端末 の位置づ け

○m-Learningの 例,m-Learningの 定義,携 帯 電話 に よるm-Learning概 要,m-Learning

の長所 と短所,携 帯電話 に よるm-Learning長 所,短 所,m-Learningの 実態

○携帯 を用 いた例,試 験 の例,自 己学習 での例,携 帯 で連絡網の例,携 帯 を用い たテ

ス ト,試 験 の例,自 己学習 での例

○ イ ンターネ ッ トに見 る事例研究

第9章 遠 隔授業 の流 れ(事 例研究)

○遠 隔授業 の流 れ(事 例研 究)--授 業の主 な流れ,小 規模校 としての利点 と課題,研 究

仮説,研 究推進活動

○TTに よる授業実践,遠 隔教育学習 の実証,児 童 の意識 の変容

第10章 開発サ ンプル教材集

○e-learningを 用いた英語学習 コンテ ンツの試作 ○沖縄 の民話(沖 縄 方言 ・日本語 ・

英語)○ エ ゴグラムで性格 を判 断 しよう ○小学生 のため の情報モ ラル ○平和教

育へ の活動 ○子 どもの体 をケアーす るダイアグラム操体法 ○ 『沖縄危険生物 デ

ジ タル辞典』○電子教材:MS(Magical Study)

第11章 資料編

○WebClassの 利 用手引 き

○NetFanJrの 利用手引 き
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